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病態病理学分野 
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本病理学会会誌 105(1):371, 2016 

5. 安井春奈, 新野大介, 出端亜由美, 橋迫美貴子, 田中伴典, 田畑和宏, 木下直江, 古里文吾, 安倍邦子, 福岡順也:中枢

神経原発リンパ腫における PD-1 発現の検討(Programmed cell death-1(PD-1) expression in primary central nervous system 
lymphoma(PCNSL). 日本病理学会会誌 105(1):357, 2016 

6. 橋迫美貴子, 田中伴典, 田畑和宏, 植草利公, 寺崎泰弘, 林 徳真吉, 谷口博之, 近藤康博, 片岡健介, 福岡順也. 2011
年 ATS/ERS/JRS/ALAT の IPF ガイドラインを用いた診断一致率の検討. 日本病理学会会誌;105(1):355. 

7. 入江準二, 橋迫美貴子, 安井春奈, 石田佳央理, 木下直江, 安倍邦子, 森山くるみ, 丸尾俊昭, 上井 元.  臨床的に肝

内胆管癌と診断されていたが、病理解剖により食道癌が判明した一例.  日本病理学会会誌;105(1):448. 

8. 赤澤祐子、中島正洋、中尾一彦. NASHは肝細胞核内における p53 binding protein-1 フォーカス集積を増加させる．日本肝

臓学会総会. 千葉. 2016.5.19-5.20 

9. 三潴正秀, 舩越康智, 吉岡佐千佳, 谷岡真司, 伊藤暢宏, 岡田雅彦, 山根裕介, 田浦康明, 木下 直江, 安倍邦子, 森内

浩幸: 後腹膜横紋筋肉腫治療後の慢性放射線性腸炎にステロイド療法が奏効した 6 歳女児. 日本小児血液・がん学会雑

誌 53(4): 300,2016 
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10. 梅山泰裕, 菅崎七枝, 深堀 範, 木下明敏, 安倍邦子, 林 徳真吉, 迎 寛: EGFR-TKI 治療中に肺小細胞癌に転化したと

思われる EGFR 遺伝子変異陽性肺腺癌の一例. 肺癌 56(6): 686, 2016 

11. 河野浩章, 石嶋光明, 安倍邦子, 林 徳真吉, 川村公一, 江口正倫, 古賀聖士, 中田智夫, 米倉 剛, 片山敏郎, 恒任 章, 
池田聡司, 小出優史, 前村浩二：当院における周産期心筋症の病因についての病理組織学的検討. 日本心臓病学会学

術集会抄録 64 回 P-109, 2016 

12. 佐々木 龍, 坂本綾美, 本田琢也, 林 秀行, 田浦直太, 上谷雅孝, 安倍邦子, 福岡順也, 永安 武, 江口 晋, 中尾一彦, 
芦澤和人：肝細胞癌における MRI 拡散強調画像 ADC と予後の検討.日本消化器病学会雑誌 113 巻臨増大会 A735,2016 

13. 田中 圭, 佐藤典子, 今泉利信, 平山三国, 里 翼, 濱崎幸恵, 芝原一樹, 二反田隆夫, 穴見正信, 木下直江, 新野大介, 
福岡順也, 安倍邦子:膀胱原発胎児型横紋筋肉腫の一例．日本臨床細胞学会雑誌 55（Suppl.2）:606, 2016 

14. 芝原一樹, 佐藤典子, 今泉利信, 平山三国, 里 翼, 濱崎幸恵, 田中 圭, 二反田隆夫, 穴見正信, 木下直江, 安倍邦子, 
新野大介, 福岡順也: Mucoepidermoid carcinoma, low grade の二例.日本臨床細胞学会雑誌 55(Suppl.2):577, 2016 

15. 藤田拓郎, 久芳さやか, 崎村千香, 川上総子, 林田直美, 山之内孝彰, 大坪竜太, 松本 恵, 矢野 洋, 木下直江, 安倍

邦子, 小林和真, 藤田文彦, 金高賢悟, 黒木 保, 永安 武, 江口 晋：浸潤径 1cm 以下の原発性乳癌におけるセンチネ

ルリンパ節転移危険因子の検討.日本外科学会定期学術集会抄録集 116 回 PS-011-5(2016.04) 

16. 瀬川景子, 上谷雅孝, 船越康智, 森内浩幸, 宮崎恭子, 増崎英明, 田浦康明, 安倍邦子: 胎児期に発見され β ブロッカ

ーで縮小した先天性肝血管腫の 1 例.日本小児放射線学会雑誌 32(Suppl): 21,2016 

17. 河野浩章, 米倉 剛, 中田智夫, 古賀聖士, 片山敏郎, 深江学芸, 小出優史, 池田聡司, 安倍邦子, 前村浩二：劇症型心

筋炎における急性期の心筋生検所見と回復期の心臓 MRI 所見の検討. 日本内科学会雑誌 105(Suppl):201, 2016 

18. 森 美央, 瀬川景子, 小川直美, 磯本一郎, 山之内孝彰, 矢野 洋, 安倍邦子: 乳管腺腫 5 症例の検討 画像所見を中心

に. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 24 回 402,2016 

19. 久芳さやか, 山之内孝彰, 川上総子, 崎村千香, 林田直美, 大坪竜太, 松本 恵, 矢野 洋, 安倍邦子, 永安 武, 江口 
晋: 乳房部分切除術における術中迅速組織診を省略できる症例の抽出に関する検討.日本乳癌学会総会プログラム抄

録集 24 回 342,2016 

20. 大坪竜太, 平川 宏, 及川将弘, 田中 彩, 稲益英子, 馬場雅之, 松本 恵, 矢野 洋, 畑地登志子, 柴田健一郎, 谷口英

樹, 木下直江, 安倍邦子, 福岡順也, 永安 武: Semi-dry dot-blot(SDB)法を応用した新規乳癌リンパ節転移診断キット

の評価 macro 転移と micro 転移の鑑別.日本乳癌学会総会プログラム抄録集 24 回 275, 2016 

21. 今泉利信, 新野大介, 佐藤典子, 平山光国, 里 翼, 穴見正信, 木下直江, 安倍邦子, 福岡順也, 岸川正大：他のリンパ

腫との鑑別が難しかったマントル細胞リンパ腫芽球様亜型の 1 例.日本臨床細胞学会雑誌 55(Suppl.1): 255,2016 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

8 1 11 6 2 21 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

福岡順也・教授 Board of Director Digital Pathology Association 

福岡順也・教授 Resident Participation Subcommittee Pulmonary Pathology Society 

福岡順也・教授 Asian Outreach Subcommittee Pulmonary Pathology Society 

福岡順也・教授 Official Abstract Reviewer College of American Pathology (CAP) 

福岡順也・教授 評議員 日本肺癌学会 

福岡順也・教授 代議員 日本呼吸器学会 

福岡順也・教授 学術部委員 日本呼吸器学会 

福岡順也・教授 ガイドライン作成委員 日本呼吸器学会 

福岡順也・教授 Editor Archives of Pathology Laboratory Medicine 
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福岡順也・教授 幹事 日本デジタルパソロジー研究会 

福岡順也・教授 評議員 日本病理学会 

新野大介・教授 評議員 日本病理学会 

尹漢勝・客員教授 Editor Open Journal of Pathology 

尹漢勝・客員教授 Editor Pathology and Genetics 

尹漢勝・客員教授 Editor Journal of Archives of Cytology 

尹漢勝・客員教授 Editor Research Journal of Women’s Health 

尹漢勝・客員教授 Editor Journal of Histology and Histopathology 

尹漢勝・客員教授 Editor Austin Journal of Pathology and Laboratory 
Medicine 

安倍邦子･准教授 評議員 日本病理学会 

赤澤祐子・講師 日本消化器病学会九州地方会評議員 日本消化器病学会 

赤澤祐子・講師 日本消化器病学会評議員 日本内視鏡学会 

赤澤祐子・講師 編集員 雑誌 Helicobacter Research 
 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

福岡順也・教授 厚生労働省 代表 Whole Slide Imaging (WSI) による病理診断

の多施設検証研究 

福岡順也・教授 厚生労働省 分担 びまん性肺疾患に関する調査研究 

福岡順也・教授 AMED 分担 びまん性肺疾患に対するエビデンスを構築

する新規戦略的研究班 

福岡順也・教授 AMED 分担 Medical Arts の創成に関する研究（外科、が

ん、看護、リハビリ等の新たな医療技術やソ

フトウェアの開発） 

新野大介・教授 厚生労働省 分担 原爆被ばくによる悪性リンパ腫発症リスク

解明への新たなアプローチ 

赤澤祐子・講師 文部科学省 代表 科研費基盤 C ゲノム不安定性が解き明かす

非アルコール性脂肪肝炎発癌のメカニズム 

赤澤祐子・講師 文部科学省 分担 科研費基盤 C パルミトレイン酸によるクロ

ーン病の炎症制御 

福岡順也・教授 中外製薬 グリピカン３の評価 

福岡順也・教授 アステラス製薬 肺腺癌以外における分子発現研究 

福岡順也・教授 株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン 遠隔病理レポートシステムを用いた実証研

究 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

福岡順也・教授 非常勤講師（病理学） 琉球大学大学院医学研究科腫瘍病理学講座 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

福岡順也・教授 NEDCP 日経新聞 2016 年 NEDCPにおける病理育成について掲載さ
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8 月 20 日 れた。 

赤澤祐子・講師 座談会 長崎大学女性

研究者ロール

モデルⅣ 

2016 年 
3 月 

海外で自分を磨く意味 

赤澤祐子・講師 角尾賞 長崎新聞 2016 年 
6 月 1 日 

非アルコール性脂肪性肝炎や胃病につ

ながる細胞死（アポトーシス）の仕組み

を解明 

 
○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 
・赤澤祐子・講師：長崎大学 角尾学術賞（消化器疾患におけるアポトーシスの役割） 


